
目

次

規

則

△

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

(

行
政
管
理
室)

…
…
…
二

(

県
法
規
登
載)

訓

令

△

職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

人

事

室)

…
…
…
二

△

広
島
県
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

(

行
政
管
理
室)

…
…
…
三

(

以
上
県
法
規
登
載)

告

示

△

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
従
前
特
例
適
用

選
挙
区
に
係
る
人
口

(

地
域
行
政
室)

…
…
…
三

△

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
町
の
区
域
の
変
更

(

〃

)

…
…
…
四

△

換
地
計
画
に
伴
う
字
の
区
域
の
変
更(

二
件)

(

土
地
改
良
室)
…
…
…
四

△

保
安
林
の
指
定
の
解
除(

二
件)

(

治

山

室)
…
…
…
四

△

保
安
林
予
定
森
林(

三
件)

(

〃

)

…
…
…
五

△

道
路
の
区
域
変
更

(

道
路
保
全
室)

…
…
…
六

△

平
成
十
六
年
広
島
県
告
示
第
七
百
八
十
七
号

(

港
湾
法
の
規
定
に

よ
る
広
島
圏
都
市
計
画
広
島
臨
港
地
区
内
に
お
け
る
分
区
の
指
定)

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

(

港
湾
管
理
室)

…
…
…
六

公

告

△

県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
の
樹
立(

三
件)

(

土
地
改
良
室)

…
…
…
六

△

都
市
計
画
の
変
更

(

都
市
企
画
室)

…
…
…
七

△

土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
協
議
の
適
否
決
定(

市
町
村)

(

福
山
地
域
事
務
所)

…
…
…
七

△

換
地
計
画
認
可
申
請
の
適
否
決
定(

土
地
改
良
区)

(

〃

)

…
…
…
七

公
営
企
業
管
理
規
程

△

企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
規

程
及
び
広
島
県
公
営
企
業
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程

七

(

県
法
規
登
載)

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

△

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定

八

△

個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
の
変

更

八

人
事
委
員
会
規
則

△

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

九

△

瀬
戸
田
町
、
因
島
市
中
学
校
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め

る
規
則
及
び
尾
道
因
島
地
区
衛
生
施
設
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範

囲
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

九

(

以
上
県
法
規
登
載)

公
安
委
員
会
告
示

△

遊
技
機
の
型
式
の
検
定
の
告
示

九

公公公
布布布
さささ
れれれ
たたた
規規規
則則則
ののの
あああ
ららら
ままま
ししし

★

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

規
則
第
三
号)

(

行

政
管
理
室)

一

改
正
の
要
旨

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重

大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
に
係
る
通
報
の
受
理
に
係
る
知
事
の
権
限
を
保
健
所
長
に
委
任
す
る
な
ど

必
要
な
改
正
を
行
っ
た
。

二

施
行
期
日

平
成
十
八
年
二
月
二
日

…
…
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…
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…
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規規規

則則則

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
規
則
第
三
号

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正)

第
一
条

広
島
県
地
方
機
関
の
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則

(

昭
和
三
十
九
年
広
島
県
規
則
第
五
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

次
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
職
員
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
の
承
認

(一)

地
方
公
務
員
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
五
十
五
条
第
八
項

(二)

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
広
島
県
条
例
第
六
号)

第
二

条
第
一
号
及
び
第
二
号

(三)

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
三
十
四
年
広
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第

七
号)

第
二
条
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
。
た
だ
し
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
つ
い
て
は
、

所
長
を
除
き
、
知
事
が
免
除
し
た
も
の
の
更
新
の
場
合
に
係
る
も
の
に
限
る
。

第
五
条
第
一
項
第
十
六
号
中

｢

行
為｣

の
下
に

｢(

広
島
県
行
政
組
織
規
則
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
本
庁
に
お
い
て
一
括
し
て
行
う
契
約
に
関
す
る
事
務
を
除
く
。)｣

を
加
え
る
。

第
九
条
第
六
十
四
号
中
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )��を
( )���と
し
、
( )���を
( )��と
し
、

( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���

と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )��を
( )���と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、

( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
(十)
を
( )��と
し
、
(九)
を
(十)
と

し
、
(八)
を
(九)
と
し
、
(七)
を
(八)
と
し
、
(六)
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(七)

第
二
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
心
身
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
つ
た
者
に
係

る
通
報
の
受
理

(

警
察
本
部
長
等
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

警
察
本
部
長
等
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則

(

昭
和
四
十
六
年
広
島
県
規
則
第
三
十
五
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(八)

(一)
か
ら
(七)
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
一
括
し
て
行
う
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(三)

(一)
及
び
(二)
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
一
括
し
て
行
う
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

(

教
育
委
員
会
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正)

第
三
条

教
育
委
員
会
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則

(

昭
和
四
十
六
年
広
島
県
規
則
第
八
十
三
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(七)

(一)
か
ら
(六)
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
一
括
し
て
行
う
契
約
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓訓訓

令令令

広
島
県
訓
令
第
二
号

本

庁

地

方

機

関

職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
訓
令

(

昭
和
二
十
七
年
広
島
県
訓
令
第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中

｢

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
広
島
県
条
例
第
六

号)

第
二
条
に
規
定
す
る｣

を

｢

地
方
公
務
員
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
五
十
五
条

第
八
項
又
は
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
広
島
県
条
例
第
六
号)

第
二

条
の
規
定
に
よ
り｣

に
改
め
、｢

し
て｣

の
下
に

｢

任
命
権
者
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
に｣

を
加
え
る
。

附

則

(
施
行
期
日)

１

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

改
正
後
の
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
訓
令
第
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
以

後
に
申
請
す
る
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
申
請
し
た
職
務
に
専
念
す

る
義
務
の
免
除
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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広
島
県
訓
令
第
三
号

本

庁

地

方

機

関

広
島
県
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

広
島
県
決
裁
規
程

(

昭
和
三
十
八
年
広
島
県
訓
令
第
三
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
五
呉
地
域
保
健
所
長
及
び
福
山
地
域
保
健
所
長
の
項
第
五
号
中
( )���を
( )��と
し
、
( )���を
( )���と
し
、

( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と
し
、
( )���を
( )���と

し
、
( )��を
( )���と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を

( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
( )��を
( )��と
し
、
(十)
を
( )��と
し
、
(九)
を
(十)
と
し
、
(八)
を
(九)
と
し
、
(七)

を
(八)
と
し
、
(六)
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(七)

第
二
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
つ
た
者
に
係
る

通
報
の
受
理

別
表
第
五
呉
地
域
保
健
所
長
及
び
福
山
地
域
保
健
所
長
の
項
第
十
九
号
中

｢

第
五
号
( )��、
( )���、
( )���、
( )���

及
び
( )���｣

を

｢

第
五
号
( )���、
( )���、
( )���、
( )���及
び
( )��｣
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
百
号

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令

(

昭
和
四
十
年
政
令
第
五
十
二
号)

第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
合
併
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
に
属
す
る
区
域
の
人
口
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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広
島
市(

佐
伯
区)

合
併
市
町
村

佐
伯
郡

広
島
市
佐
伯
区 選

挙

区

七
、
二
八
八

一
二
六
、
七
四
三

選
挙
区
の
人
口(

人)

江
田
島
市

安
芸
高
田
市

廿
日
市
市

東
広
島
市

庄
原
市

三
次
市

府
中
市

福
山
市

尾
道
市

三
原
市

呉
市

佐
伯
郡

安
芸
郡

高
田
郡

佐
伯
郡

廿
日
市
市

豊
田
郡

賀
茂
郡

東
広
島
市

比
婆
郡

神
石
郡
・
甲
奴
郡

庄
原
市

双
三
郡

神
石
郡
・
甲
奴
郡

三
次
市

神
石
郡
・
甲
奴
郡

府
中
市

芦
品
郡

福
山
市
・
沼
隈
郡

御
調
郡

尾
道
市

御
調
郡

豊
田
郡

賀
茂
郡

三
原
市

豊
田
郡

安
芸
郡

呉
市

一
七
、
八
五
五

一
二
、
〇
八
一

三
三
、
〇
九
〇

一
二
、
七
五
三

七
四
、
三
八
九

一
一
、
七
四
七

三
八
、
七
一
六

一
三
三
、
九
六
〇

二
〇
、
六
五
三

一
、
七
五
八

二
〇
、
七
四
〇

一
七
、
三
七
三

三
、
〇
一
七

三
八
、
九
〇
六

五
、
八
四
三

三
九
、
三
四
六

二
一
、
一
七
八

三
九
七
、
二
五
九

二
三
、
六
一
二

九
〇
、
八
八
二

五
、
一
八
三

一
〇
、
八
八
〇

七
、
一
四
二

八
〇
、
九
九
二

二
六
、
六
三
三

二
五
、
一
一
九

一
九
九
、
二
五
七

(定期)



広
島
県
告
示
第
百
一
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
の

埋
立
て
に
よ
っ
て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
土
地
が
大
竹
市
の
区
域
内
に
生
じ
た
旨
及
び
同
法
第
二
百
六
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
当
該
土
地
を
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
町
の
区
域
に
編
入
す
る
旨
、
大
竹
市
長
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
百
二
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
神
石
高

原
町
所
在
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
を
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
変
更
す
る
旨
、
神
石

高
原
町
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
字
の
区
域
の
変
更
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
七
十

九
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
五
十
四
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
百
三
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
府
中
市

所
在
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
を
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
字
の
区
域
に
変
更
す
る
旨
、
府
中
市
長

か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
字
の
区
域
の
変
更
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
七
十

九
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
五
十
四
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
百
四
号

森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の

と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

呉
市
郷
原
町
字
梨
ケ
峠
四
八
九
の
二
、
字
一
ノ
松
光
山
五
六
六
の
二
・
六
〇
八
の
一
・
六
一
九
の
三

(
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

(｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
広
島
県
農
林
水
産
部
林
務
総
室
治
山
室
及
び
呉
市
役
所
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)
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大
竹
市
晴
海
一
丁
目
二
の
一
、
同
二
丁
目
三
、
四
、
六
、
八
、
九

及
び
十
の
一
の
地
先 位

置

上

欄

一
三
六
、
三
八
三
・

三
八
平
方
メ
ー
ト
ル

面

積

大
竹
市
晴
海
二
丁
目

下

欄

時

安

(

山
林
部)

大

字

上

欄

五
〇
九
四
の
八
、
五
〇
九
九
の
七
か
ら
五
〇
九
九
の
九
ま
で

地

番

時

安

(

耕
地
部)

大

字

下

欄

水

永

大

字

上

欄

声

垰

(

山
林
部)

田

淵

大

歳

田

淵

田
淵
沖

丸
山
谷

字

一
九
六
の
一

五
三
四
の
一
六
、
五
三
四
の
一
七
、
五
三
四
の
一
八
の
一
部
、

五
三
四
の
二
〇
四
の
一
部
、
五
三
四
の
二
〇
五
の
一
部
、
五
三

四
の
二
〇
六
の
一
部
、
五
三
四
の
二
〇
七
の
一
部
、
五
三
四
の

二
一
〇

四
六
六
の
一
の
一
部
及
び
字
田
淵
四
三
三
の
一
の
一
部
に
隣
接

す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

五
三
四
の
一
の
一
部
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
道
路
・
水
路
で
あ

る
市
有
地
の
全
部
並
び
に
字
大
歳
四
六
六
の
一
の
一
部
に
隣
接

す
る
道
路
で
あ
る
市
有
地
の
一
部

五
三
四
の
八
二
の
一
部
、
五
三
四
の
八
四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
・
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

五
三
四
の
九
一
の
一
部
、
五
三
四
の
一
〇
八
の
一
部
、
五
三
四

の
一
〇
九
の
一
部
、
五
三
四
の
一
一
〇
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
で
あ
る
市
有
地
の
全
部

地

番

水

永

大

字

下

欄

二
反
田

東

谷

田

淵

大

歳

丸
山
谷

田
淵
沖

字

(定期)



広
島
県
告
示
第
百
五
号

森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の

と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

広
島
市
安
芸
区
瀬
野
南
町
字
龍
王
山
一
五
九
の
八
、
一
六
〇
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

広
島
県
告
示
第
百
六
号

次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
に
し
た
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

江
田
島
市
沖
美
町
是
長
字
大
名
切
四
四
の
一
か
ら
四
四
の
四
ま
で
、
五
六

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

(一)

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

(二)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

(三)

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広
島
県
農
林
水
産
部
林
務
総
室
治
山
室
及
び
江
田
島

市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

広
島
県
告
示
第
百
七
号

次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
に
し
た
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

呉
市
下
蒲
刈
町
下
島
字
平
原
九
六
七
の
一
、
九
六
八
の
一
、
乙
九
六
六
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

(一)

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

(二)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

(三)

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広
島
県
農
林
水
産
部
林
務
総
室
治
山
室
及
び
呉
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

広
島
県
告
示
第
百
八
号

次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
に
し
た
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

呉
市
倉
橋
町
字
草
卸
甲
一
一
八
六
の
一
、
乙
一
一
八
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

(一)

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
草
卸
甲
一
一
八
六
の
一
・
乙
一
一
八
八

(

以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

(二)

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

(三)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

(四)

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
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次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢
次
の
図｣

及
び｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
広
島
県
農
林
水
産
部
林

務
総
室
治
山
室
及
び
呉
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

広
島
県
告
示
第
百
九
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
建
築
部
道
路
総
室
道
路
保
全
室
及
び
広
島
県
備
北
地
域
事
務
所
建
設
局

に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
二
月
十
六
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
七
五
号

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
百
十
号

平
成
十
六
年
広
島
県
告
示
第
七
百
八
十
七
号

(

港
湾
法
の
規
定
に
よ
る
広
島
圏
都
市
計
画
広
島
臨
港
地
区

内
に
お
け
る
分
区
の
指
定)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

な
お
、
関
係
図
書
を
広
島
県
土
木
建
築
部
空
港
港
湾
総
室
港
湾
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
港
湾
振
興
局
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

表
商
港
区
の
項
中

｢

同
元
宇
品
町｣

の
下
に

｢

、
同
仁
保
沖
町
、
同
仁
保
四
丁
目
、
同
丹
那
町｣

を
、

｢

広
島
市
中
区
南
吉
島
一
丁
目｣

の
下
に

｢

、
同
吉
島
東
一
丁
目
、
同
吉
島
東
三
丁
目｣

を
加
え
、｢

一
八

三
・
一｣

を

｢

一
八
四
・
六｣

に
改
め
、
同
表
工
業
港
区
の
項
中

｢

同
仁
保
沖
町｣

の
下
に

｢

、
同
仁
保
四

丁
目｣

を
加
え
、｢

三
四
八
・
八｣

を

｢

三
四
九
・
七｣

に
改
め
る
。

公公公

告告告

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
安

芸
高
田
市
高
宮
町
所
在
の
長
瀬
川
地
区

(

杉
の
原
工
区)

県
営
土
地
改
良
事
業

(

区
画
整
理
事
業)

の
換
地

計
画
を
定
め
た
の
で
、
こ
の
換
地
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五

日
以
内
に
広
島
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不

服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議

申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年

二
月

二
日
か
ら

平
成
十
八
年

二
月
二
十
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

安
芸
高
田
市
役
所
高
宮
支
所

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
安

芸
高
田
市
高
宮
町
所
在
の
長
瀬
川
地
区

(

山
根
工
区)

県
営
土
地
改
良
事
業

(

区
画
整
理
事
業)

の
換
地
計

画
を
定
め
た
の
で
、
こ
の
換
地
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五

日
以
内
に
広
島
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不

服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議

申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山
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三
次
市
作
木
町
大
津
字
井
手
平
二
五
七
番
一
一
地
先
か
ら

三
次
市
作
木
町
伊
賀
和
志
字
柳
原
三
五
四
番
一
地
先
ま
で

三
次
市
作
木
町
伊
賀
和
志
字
貝
野
谷
六
二
九
番
一
地
先
か

ら三
次
市
作
木
町
伊
賀
和
志
字
空
山
三
四
一
番
一
地
先
島
根

県
境
ま
で

三
次
市
作
木
町
大
津
字
井
手
平
二
五
七
番
一
一
地
先
か
ら

三
次
市
作
木
町
伊
賀
和
志
字
柳
原
三
五
四
番
一
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

別

二
・
五
〇
〜
五

五
・
〇
〇

一
〇
・
〇
〇
〜

六
五
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

二
・
五
〇
〜
五

五
・
〇
〇

敷
地
の
幅
員

五
、
一
二
二
・

〇
〇

二
、
九
〇
三
・

〇
〇

メ
ー
ト
ル

五
、
一
二
二
・

〇
〇 延

長

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

備

考

(定期)



一

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年

二
月

二
日
か
ら

平
成
十
八
年

二
月
二
十
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

安
芸
高
田
市
役
所
高
宮
支
所

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
三

次
市
所
在
の
三
次
・
吉
舎
地
区

(

岡
城
区
域)

県
営
土
地
改
良
事
業

(

区
画
整
理
事
業)

の
換
地
計
画
を
定

め
た
の
で
、
こ
の
換
地
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五

日
以
内
に
広
島
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不

服
が
あ
る
者
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議

申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

縦
覧
期
間

平
成
十
八
年

二
月

二
日
か
ら

平
成
十
八
年

二
月
二
十
二
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

三
次
市
役
所

都
市
計
画
法

(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
広
島
圏
都
市
計
画
臨
港
地
区
広
島
港
臨
港
地
区
を
変
更
し
た
。

な
お
、
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
同
法
第
十

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
図
書
は
、
広
島
県
土
木
建
築
部
都
市
局
都
市
総
室
都
市
企
画
室
に
お
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

次
の
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
協
議
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
こ
の
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写

し
を
次
に
よ
り
平
成
十
八
年
二
月
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
二
月
二
十
二
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
福
山
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求

め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

事
業
主
体

地
区
名

事

業

名

縦
覧
場
所

府
中
市

水

永

区
画
整
理
事
業

府
中
市
役
所

次
の
換
地
計
画
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
九
十

六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、

こ
の
決
定
に
係
る
換
地
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
平
成
十
八
年
二
月
二
日
か
ら
平
成
十
八
年
二
月
二
十
二

日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
福
山
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め

る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

事
業
主
体

地
区
名

事

業

名

縦
覧
場
所

府
中
市

水

永

区
画
整
理
事
業

府
中
市
役
所

公公公
営営営
企企企
業業業
管管管
理理理
規規規
程程程

広
島
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号

企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
規
程
及
び
広
島
県
公
営
企
業
事
務
委
任
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
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平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
公
営
企
業
管
理
者

中

村

博

企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
規
程
及
び
広
島
県
公
営
企
業

事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

(

企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正)

第
一
条

企
業
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
規
程

(

昭
和
四
十
二
年
広
島
県
工

業
用
水
道
事
業
管
理
規
程
第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
を
削
る
。

(

広
島
県
公
営
企
業
事
務
委
任
規
程
の
一
部
改
正)

第
二
条

広
島
県
公
営
企
業
事
務
委
任
規
程(

昭
和
四
十
二
年
広
島
県
工
業
用
水
道
事
業
管
理
規
程
第
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
号
中

｢

第
二
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
並
び
に
企
業
職
員
の
給
与
、
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
規
程

(
昭
和
四
十
二
年
広
島
県
工
業
用
水
道
事
業
管
理
規
程
第
三

号)

第
十
八
条
第
二
項｣

を

｢

第
二
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
八
号｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

選選選
挙挙挙
管管管
理理理
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
号

公
職
選
挙
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号)

第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
個
人
演

説
会
、
政
党
演
説
会
又
は
政
党
等
演
説
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し

た
旨
、
尾
道
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

橋

本

宗

利

広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
号

公
職
選
挙
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号)

第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
個
人
演

説
会
、
政
党
演
説
会
又
は
政
党
等
演
説
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ

た
旨
、
尾
道
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

橋

本

宗

利
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尾
道
市
因
島
人
権
文
化
セ
ン
タ

ー い
き
い
き
サ
ロ
ン
槙
ヶ
峰

施

設

の

名

称

尾
道
市
因
島
中
庄
町
二
〇
八
九
番
地
一

尾
道
市
長
江
三
丁
目
三
番
三
二
号

所

在

地

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

指
定
年
月
日

尾
道
市
瀬
戸
田
西
体
育
セ
ン
タ

ー 尾
道
市
瀬
戸
田
多
目
的
研
修
集

会
施
設

瀬
戸
田
光
照
苑

沢
公
民
館

芸
予
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

尾
道
市
因
島
市
民
会
館

尾
道
市
因
島
人
権
福
祉
セ
ン
タ

ー

尾
道
市
瀬
戸
田
町
福
田
五
七
七
番
地
二

尾
道
市
瀬
戸
田
町
瀬
戸
田
五
三
五
番
地
一

尾
道
市
瀬
戸
田
町
瀬
戸
田
四
八
二
番
地
三

尾
道
市
瀬
戸
田
町
沢
六
四
番
地
一

尾
道
市
因
島
土
生
町
一
〇
〇
番
地
四

尾
道
市
因
島
土
生
町
八
八
番
地
一

尾
道
市
因
島
三
庄
町
二
一
九
五
番
地
一

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

平
成
一
八
年
一
月
一
〇
日

中

野

集

会

所

林

公

民

館

名

荷

公

民

館

中
央
多
目
的
研
修
集

会
施
設

名

称

指

定

施

設

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
中

野
四
七
四
番
地

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
林

八
四
三
番
地
の
一

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
名

荷
八
五
二
番
地

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
瀬

戸
田
五
三
五
番
地
の
一

所

在

地

所
在
地

所
在
地

所
在
地

所
在
地

名

称

変
更
事
項

尾
道
市
瀬
戸
田
町
中
野
四
七
四
番
地

尾
道
市
瀬
戸
田
町
林
八
四
三
番
地
一

尾
道
市
瀬
戸
田
町
名
荷
八
五
〇
番
地

尾
道
市
瀬
戸
田
町
瀬
戸
田
五
三
五
番
地
一

ベ
ル
・
カ
ン
ト
ホ
ー
ル

変

更

後

(定期)



人人人
事事事
委委委
員員員
会会会
規規規
則則則

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

丸

山

明

広
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
三
十
四
年
広
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号)
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号)

第
七
条

の
規
定
に
よ
り
団
体
交
渉
を
行
い
、
又
は
同
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
苦
情
処
理

共
同
調
整
会
議
に
出
席
す
る
場
合

附

則

こ
の
人
事
委
員
会
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

瀬
戸
田
町
、
因
島
市
中
学
校
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
及
び
尾
道
因
島
地
区
衛
生
施
設

組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日

広
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

丸

山

明

広
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

瀬
戸
田
町
、
因
島
市
中
学
校
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
及
び
尾
道
因
島
地

区
衛
生
施
設
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

次
に
掲
げ
る
人
事
委
員
会
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一

瀬
戸
田
町
、
因
島
市
中
学
校
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則

(

昭
和
四
十
一
年
広
島
県

人
事
委
員
会
規
則
第
百
六
号)

二

尾
道
因
島
地
区
衛
生
施
設
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則

(

昭
和
五
十
二
年
広
島
県
人

事
委
員
会
規
則
第
十
三
号)

附

則

こ
の
人
事
委
員
会
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第
７
号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。

平
成

18年
２
月
２
日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長

宮
地

治
夫
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御
寺
母
子
セ
ン
タ
ー

生
口
島
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー

荻

南

風

園

田
高
根
な
ぎ
さ
園

垂

水

垂

幸

園

福
田
た
ち
ば
な
荘

高

根

潮

香

園

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
御

寺
七
六
七
番
地
の
三

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
宮

原
一
五
〇
九
番
地
の
一

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
荻

二
〇
九
二
番
地

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
荻

三
四
九
番
地

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
垂

水
一
一
九
〇
番
地
の
三

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
福

田
八
六
四
番
地
の
四

豊
田
郡
瀬
戸
田
町
大
字
高

根
四
九
〇
番
地
の
一
一

所
在
地

所
在
地

所
在
地

所
在
地

所
在
地

所
在
地

所
在
地

尾
道
市
瀬
戸
田
町
御
寺
七
六
七
番
地
三

尾
道
市
瀬
戸
田
町
宮
原
一
五
〇
九
番
地
一

尾
道
市
瀬
戸
田
町
荻
二
〇
九
二
番
地

尾
道
市
瀬
戸
田
町
荻
三
四
九
番
地

尾
道
市
瀬
戸
田
町
垂
水
一
一
九
〇
番
地
三

尾
道
市
瀬
戸
田
町
福
田
八
六
四
番
地
四

尾
道
市
瀬
戸
田
町
高
根
四
九
〇
番
地
一
一

5S
0900

検
定

番
号

告
示
の
日

(平
成

18年
２
月
２
日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

回
胴
式
遊
技

機 遊
技
機
の

種
類

ゴ
ル
ゴ

13
ザ
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
Ｊ

型
式
名

株
式
会
社
オ
リ
ン
ピ
ア

代
表
取
締
役
嶺
井
勝
也

(東
京
都
台
東
区
東
上
野
二

丁
目

11番
７
号
)

申
請

者
名
(住
所
)

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

(定期)



古紙配合率100％
白色度70％再生紙を使用しています
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5J0970

5P
0998

5P
1076

5P
1092

5P
1038

5P
1001

5P
1046

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

じ
ゃ
ん
球
遊

技
機 同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機

ド
リ

ーム
ジ
ャ
ン
ベ

ガ
ス
Ｚ

Ｃ
Ｒ
ガ
メ

ラ
＋
２
Ｚ

Ｃ
Ｒ
シ
ン

ド
バ
ッ
ド

ア
ド
ベ
ン

チ
ャ

ーＴ
Ａ Ｃ
Ｒ
海
の

詩
Ｓ
Ｗ

Ｃ
Ｒ
海
の

詩
Ｍ
Ｎ

Ｃ
Ｒ
海
の

詩
Ｔ
Ｄ

Ｃ
Ｒ
マ
ジ

ン
ガ

ーＺ
対
グ
レ

ー

ト
マ
ジ
ン

ガ

ーＴ
50

Ｆ

同
上

サ
ミ

ー株
式
会
社

代
表
取
締
役
片
本

通
(東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三

丁
目
１
番
１
号
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
60)

同
上

同
上

同
上

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ

代
表
取
締
役
河
野
庸
規

(東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁

目
１
番
地

25)

奥
村
遊
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
奥
村
昌
美

(愛
知
県
名
古
屋
市
昭
和
区

鶴
舞
二
丁
目
２
番

18号
)

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

(定期)


